
２ 質問紙調査の結果 

（１）授業改善～児童生徒質問紙と学校質問紙との関連設問～ 

①授業の目標（めあて・ねらい）        

           

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業の中で目標（めあて・ねらい）を示すことについて、肯定的に回答した児童生徒の割合と計

画的に取り入れた学校の割合は、ともに全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、肯定的な回答の割合の差が小さくなっており、特に中

学校においては大きく改善しているものの、小学校では依然として差がある。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

児童生徒に目標が明確に伝わり、見通しをもって学習に臨むことができるよう、提示方法を工夫し

たり、目標の質を向上させたりするなど、計画的に取り組むことが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25年度 ９９．７％ ８５．４％ １４．３ 

26年度 ９９．６％ ８８．７％ １０．９ 

27年度 ９９．７％ ９３．８％   ５．９ 

28年度 １００．０％ ９４．０％   ６．０ 

29年度 ９９．７％ ９４．１％   ５．６ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25年度 ９５．０％ ７４．４％ ２０．６ 

26年度 ９８．７％ ８３．６％ １５．１ 

27年度 １００．０％ ９４．７％   ５．３ 

28年度 １００．０％ ９６．８％  ３．２ 

29年度 １００．０％ ９７．５％   ２．５ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



②授業の振り返り          

         

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業の最後に学習内容を振り返る活動を行ったことについて、肯定的に回答した児童生徒の割

合と計画的に取り入れた学校の割合は、ともに全国に比べて高く、全ての中学校で行っている。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、依然として開きがあり、そのように受け取っていな

い児童が１３．５％、生徒が１６．３％いる。 

☞ 小学校では、肯定的に回答した児童の方が、教科の平均正答率が高い傾向が見られる。一方、

中学校の生徒には、必ずしもその傾向が見られないことから、毎時間の授業を通じて、何が分か

ったか、何ができるようになったか等を整理するような、振り返りの活動を計画的に取り入れる

とともに、学習の振り返りの質の向上を図る必要がある。  



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25年度 ９７．４％ ８１．０％  １６．４ 

26年度 ９８．０％ ８８．９％    ９．１ 

27年度 ９９．７％ ８４．１％  １５．６ 

28年度 ９９．６％ ８７．０％  １２．６ 

29年度 ９９．７％ ８６．２％  １３．５ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25年度 ９３．１％ ７３．４％ １９．７ 

26年度 ９７．４％ ８４．５％ １２．９ 

27年度 ９７．４％ ７２．０％ ２５．４ 

28年度 １００．０％ ８１．２％ １８．８ 

29年度 １００．０％ ８３．７％ １６．３ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



③ノートに目標（めあて・ねらい）とまとめを書く習慣     

           

   

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業で使うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いたと思う児童生徒の割合

と、そのように指導した学校の割合は、全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、依然として開きがある。また、小、中学校ともに学校

の割合は減少している。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。また、児童

生徒の意識は向上していることから、引き続き、目標やまとめの記述が意識できるような働きかけ

や、効果的・機能的で、より質の高いノート指導を行っていくことが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

27年度 ９９．６％ ９２．７％ ６．９ 

28年度 １００．０％ ９４．３％ ５．７ 

29年度 ９９．６％ ９４．２％ ５．４ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

27年度 ９７．４％ ８８．２％ ９．２ 

28年度 ９９．３％ ９２．３％ ７．０ 

29年度 ９８．７％ ９３．９％ ４．８ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



④学級やグループで話し合う活動        

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業では、学級の友達との間で話し合う活動を行ったと思う児童生徒の割合と、そのように考

えている学校の割合は、全国に比べて高く、中学校では１００％である。 

●  児童生徒と学校との回答状況を比較すると、中学校では学校、生徒の割合ともに増加傾向にあ

り、その差も縮まっているものの、小学校、中学校ともに依然として開きがある。 

☞ 肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

児童生徒に話し合いの目的や意図を明確にし、効果的な話し合い活動の場の設定に取り組むこと

が必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25年度 ９７．４％ ８１．０％ １６．４ 

26年度 ９８．０％ ８８．９％  ９．１ 

27年度 ９７．３％ ９０．４％   ６．９ 

28年度 ９８．６％ ８８．２％ １０．４ 

29年度 ９８．２％ ８８．８％   ９．４ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25年度 ９３．１％ ７３．４％ １９．７ 

26年度 ９７．４％ ８４．５％ １２．９ 

27年度 ９５．５％ ８６．２％   ９．３ 

28年度 ９８．０％ ８７．０％ １１．０ 

29年度 １００．０％ ９０．７％   ９．３ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑤話合いで自分の考えを深めたり広げたりする      

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていると思う児童生徒の割合は、全国に比べて高い。また、児童生徒ができていると考えている

学校の割合も全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校との回答状況を比較すると、肯定的な回答の割合の差は大きく、特に小学校の

差が大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

話し合う内容を精査したり、話し合いにより自分の考えがどのように変わったかを子どもに自己

評価させたりすること等により、考えを広げ深める「対話的な学び」の実現ができているかとい

う視点で、授業改善を考えていく必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「そう思う」・「どちらかといえば、

そう思う」と回答した児童の割合 

26年度 ７２．９％ ６９．４％ ３．５ 

27年度 ７９．１％ ７０．１％ ９．０ 

28年度 ８０．８％ ７２．８％ ８．０ 

29年度 ８１．４％ ７０．７％ １０．７ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「そう思う」・「どちらかといえ

ば、そう思う」と回答した生徒の

割合 

26年度 ７１．６％ ６９．４％ ２．２ 

27年度 ８０．１％ ７０．７％ ９．４ 

28年度 ７６．８％ ７３．０％ ３．８ 

29年度 ８０．５％ ７３．８％ ６．７ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑥課題解決的な学習活動         

          

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 授業では、自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を集め、話し合いながら整理して

発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思う児童生徒の割合と、そのような活動を行ったと

考えている学校の割合は、全国に比べて高い。 

●  中学校では、学校、生徒ともに肯定的な回答の割合は年々増加している一方で、小学校の児童

は、学校の回答に反して減少傾向にある。また、児童生徒と学校の回答状況を比較すると、肯定

的な回答の割合の差は、小学校、中学校ともに大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。今後も、

新学習指導要領の趣旨を理解し、各教科等の特質に応じて、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業改善に積極的に取り組んでいく必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

27年度 ８７．２％ ７９．２％   ８．０ 

28年度 ９３．４％ ８０．８％ １２．６ 

29年度 ９２．２％ ７９．１％ １３．１ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

27年度 ８０．８％ ７３．９％   ６．９ 

28年度 ９０．８％ ７７．３％ １３．５ 

29年度 ９４．０％ ８０．９％ １３．１ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑦課題に向き合う姿勢         

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 先生から示されたり、自分たちで立てたりした課題に対して、自ら考え、自分から取り組んで

いたと思う児童生徒の割合と、児童生徒が課題を理解して授業に取り組んだと考えている学校の

割合は、全国に比べて高い。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、「そのとおりだと思う」学校の割合より、「当てはま

る」と思う児童生徒の割合の方が高いものの、肯定的な回答の合計の割合は、学校の方が高く、

課題の理解や取組に対する捉え方の違いがうかがえる。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。引き続き、

子どもたちが興味・関心をもち、見通しをもって取り組める、「主体的な学び」の実現に向け、課

題の設定の仕方や取組の充実に向けて工夫改善を行いながら、授業改善を行う必要がある。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

28年度 ９４．８％ ８１．９％ １２．９ 

29年度 ９３．０％ ８１．０％ １２．０ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 
「そのとおりだと思う」・「どちら

かといえばそう思う」と回答した学

校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

28年度 ９４．１％ ８０．９％ １３．２ 

29年度 ９２．６％ ８３．０％   ９．６ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑧子どもの発言や活動の時間の確保       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［児童生徒質問紙］          

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［学校質問紙］          

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えを発表する機会が与えられていたと思うと回答した児童生徒の割合と、そのような

時間を確保して授業を進めた学校の割合は、全国に比べて高い。特に、中学校は学校、生徒とも

に増加傾向が見られる。 

● 児童生徒と学校の回答状況を比較すると、ほとんどの学校が指導を行ったと回答しているもの

の意識の差が見られ、特に小学校の児童と学校との意識の差は依然として大きい。 

☞  肯定的に回答した児童生徒の方が、全ての教科の平均正答率が高い傾向が見られる。今後も、

各教科等の特質に応じて、児童生徒が、発言や活動ができたと実感できるような場と時間をどの

ように取り入れるかを考えながら、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、言語活動を計画

的・継続的に充実させることが必要である。 



［学校と児童生徒の回答状況の比較］      

 

【小学校】        

  

学校質問紙 児童質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかといえ

ば、当てはまる」と回答した児童の

割合 

25年度 ９９．０％ ８４．０％ １５．０ 

26年度 ９８．６％ ８７．８％ １０．８ 

27年度 ９９．７％ ９０．９％ ８．８ 

28年度 １００．０％ ８９．５％ １０．５ 

29年度 ９９．３％ ８９．１％ １０．２ 

 

【中学校】 

  

学校質問紙 生徒質問紙 

差 「よく行った」・「どちらかといえ

ば、行った」と回答した学校の割合 

「当てはまる」・「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した生

徒の割合 

25年度 ９５．６％ ８４．８％ １０．８ 

26年度 ９９．４％ ８８．５％ １０．９ 

27年度 ９９．４％ ９１．５％   ７．９ 

28年度 ９９．３％ ９１．３％   ８．０ 

29年度 ９９．３％ ９２．３％   ７．０ 

 

［児童生徒質問紙の回答と教科の正答率との関係］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


